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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】備蓄された炭酸リチウムや使用済みリチウムイオン二次電池から回収されるリチ
ウム分などから、高純度のリチウム化合物用原料として有用な高純度水酸化リチウムを製
造する方法を提供する。
【解決手段】炭酸リチウム、リチウム含有鉱石、使用済みリチウムイオン二次電池などを
硫酸処理して硫酸リチウム水溶液とし、この硫酸リチウム水溶液を、陽極と陰極の間に陽
イオン交換膜、バイポーラ膜および陰イオン交換膜を使用した電気透析し、精製工程を加
えて不純物を低減した水酸化リチウム水溶液を生成させる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
陽極と陰極との間に陽イオン交換膜、バイポーラ膜および陰イオン交換膜を使用して塩室
、酸室およびアルカリ室を形成させ、塩室に硫酸リチウムの水溶液を供給して酸室から硫
酸をアルカリ室から水酸化リチウム水溶液をそれぞれ取り出すことのできるバイポーラ膜
電気透析により硫酸を得る一方当該水酸化リチウム水溶液に精製工程を加えて不純物を除
去ないし低減することを特徴とする高純度水酸化リチウムの製法。
【請求項２】
炭酸リチウムと硫酸とを反応させて得た硫酸リチウムであることを特徴とする請求項１の
高純度水酸化リチウムの製法。
【請求項３】
リチウム含有鉱石から硫酸により抽出して得た硫酸リチウムであることを特徴とする請求
項１の高純度水酸化リチウムの製法。
【請求項４】
使用済みリチウムイオン二次電池からのＬｉＰＦ６等のリチウム含有電解質、正極活物質
に含まれるリチウム分と硫酸との反応により回収された硫酸リチウムであることを特徴と
する請求項１の高純度水酸化リチウムの製法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【産業上の利用分野】
【０００１】
本発明は、リチウムイオン二次電池正極材用原料、セラミックス材料用原料、高純度のリ
チウム化合物用原料として有用な高純度水酸化リチウムの製法に関する。
【背景技術】
【０００２】
近年、水酸化リチウムは、リチウムイオン二次電池用正極活物質及び電解質としてのＬｉ
ＰＦ６を製造するリチウム源として、またＳＡＷフィルター材料としてのニオブ酸リチウ
ム、タンタル酸リチウム等の電子機器向け原材料として使用されている。
また一層の緻密な材料設計のために水酸化リチウムに含まれる不純物を更に低減すること
が要望されている。
従来の水酸化リチウムの製法は、潅水に含まれる塩化リチウムから炭酸リチウムにして取
り出し、水酸化カルシウムを添加して水酸化リチウムにするのが一般的である。不純物を
低減するために水の沸騰温度近くで水酸化リチウムを析出させて分離し、水酸化ナトリウ
ムと水酸化リチウムの熱水に対する溶解度差を利用してナトリウム分を低減する工夫がさ
れてきたが、限界がありカルシウム、ナトリウム、塩素イオン、硫酸イオンが水酸化リチ
ウム・１水和物中に数十ｐｐｍ含まれており、用途によって不純物を低減するために更に
精製する必要があった。
しかもリチウム源としての鉱石あるいは潅水が採取される海外のサイトでの製造が一般的
である。遠路輸送しなければならず原材料としての国内安定確保の観点からも近年の需要
拡大とともにリスクも増大して来ている。
水酸化リチウムは、保管時に空気中の二酸化炭素を吸収し炭酸リチウムに一部変質しやす
く、また３から６ヶ月の保存、保管期間を経過すると固化しあるいは塊状になり粉体取り
扱い作業に支障を来たすために長期保管が利かずに必要量を使用必要時に製造し、供給す
る必要性があった。貯蔵性に乏しい故、原材料として、海外で生産されている水酸化リチ
ウムを国内に備蓄することが困難であった。
海外からの輸入に頼る現状では、物流上、安定した物量確保の観点から難があった。急増
する需要に応じ、国内使用顧客先への納入の自由度を確保できてしかも迅速に効率的に製
造できる技術の開発が要請されてきた。
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
長期保存しても変質がほとんどなく、リチウム源として備蓄可能な炭酸リチウム、硫酸リ
チウム、リチウム含有鉱石に注目し、また使用済みのリチウムイオン二次電池を備蓄され
たリチウム資源として捉えてこれらを出発原料にして国内に必要とされる予測水酸化リチ
ウム数量に見合うように随時、水酸化リチウムを製造することが出来る簡便な経済性の高
い製法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
本発明者は、上記課題について種々検討した結果、硫酸リチウムに着目し、硫酸リチウム
を水に溶解した硫酸リチウム水溶液をバイポーラ膜電気透析により水酸化リチウム水溶液
を得る一方同時に製造される硫酸を繰り返し使用できることを見出し、本発明を完成させ
るに至った。すなわち（１）大量に国内備蓄しうる炭酸リチウムを出発原料にして硫酸と
反応させて硫酸リチウム水溶液を得てバイポーラ膜電気透析にかける。（２）大量に国内
備蓄しうるところのリチウム含有鉱石から硫酸処理により硫酸リチウム水溶液を得てバイ
ポーラ膜電気透析にかける。（３）使用済みリチウム二次電池の資源回収にあたりリチウ
ム塩の電解質、正極活物質のリチウム遷移金属複合酸化物から硫酸処理により硫酸リチウ
ム水溶液を得てバイポーラ膜電気透析にかける。かかる硫酸を繰り返して使用する一方当
該水酸化リチウム水溶液に精製工程を加えて不純物を除去ないし低減することを特徴とす
る高純度水酸化リチウムの製法である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００５】
以下、本発明を具体的に説明する。
すなわち、本発明は、硫酸リチウムを出発物質とし、長期保存の出来ない、すなわち備蓄
の出来ない水酸化リチウムを得る方法に関する。水酸化リチウムを必要とする際に、随時
、硫酸リチウム水溶液をバイポーラ膜電気透析により目的の水酸化リチウム水溶液を得る
一方同時に製造される硫酸を繰り返し使用できることを見出し、経済性の高い本発明を完
成させるに至った。
すなわち（１）大量に国内備蓄しうる炭酸リチウムを硫酸と反応させて硫酸リチウム水溶
液を得て、陽極と陰極との間に陽イオン交換膜、バイポーラ膜および陰イオン交換膜を使
用して塩室、酸室およびアルカリ室を形成させ、塩室に硫酸リチウムの水溶液を供給して
酸室から硫酸をアルカリ室から水酸化リチウム水溶液をそれぞれ取り出すことのできるバ
イポーラ膜電気透析により硫酸を得る一方、当該水酸化リチウム水溶液に精製工程を加え
て不純物を除去ないし低減することを特徴とする高純度水酸化リチウムの製法、（２）大
量に国内備蓄しうるところのリチウム含有鉱石から硫酸処理により硫酸リチウム水溶液を
得てバイポーラ膜電気透析により水酸化リチウム水溶液を得て精製工程を加えて不純物を
除去ないし低減する一方同時に製造される硫酸を繰り返して使用する製法、（３）使用済
みリチウム二次電池の資源回収にあたりリチウム塩の電解質、正極活物質のリチウム遷移
金属複合酸化物から硫酸処理により塩化リチウム水溶液を得てバイポーラ膜電気透析によ
り水酸化リチウム水溶液を得て精製工程を加えて不純物を除去ないし低減する一方同時に
製造される硫酸を繰り返して使用する製法である。
【０００６】
本発明の水酸化リチウムと硫酸を得るには耐アルカリ性の材質と耐酸性の材質から構成さ
れた腐食による不純物混入の恐れのない電気透析装置を用いて陽極と陰極との間に陽イオ
ン交換膜、バイポーラ膜および陰イオン交換膜を使用して塩室、酸室およびアルカリ室を
形成させ、塩室に硫酸リチウムの水溶液を供給して酸室から硫酸をアルカリ室から水酸化
リチウム水溶液をそれぞれ取り出し、当該水酸化リチウム水溶液に精製工程を付加して不
純物を除去ないし低減する。
【０００７】
例えば、精製工程としてカルシウム、マグネシウム等のアルカリ土類、微量の金属イオン
を吸着除去するキレート剤としては、イミノジ酢酸型、アミノリン酸型のキレート樹脂を
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使用することが出来る。カラム内での空間速度（ＳＶ）は、通常、２から１０ｈｒ－１の
範囲で精製操作を行う。またキレート樹脂はナトリウム塩で出荷されることが多いので酸
処理、水洗をして、９－１１％高純度水酸化リチウム濃度の水溶液でリチウム塩に転換し
ておく。特に限定されないが、アンバーライトＩＲＣ７４８（オルガノ社製）、アンバー
ライトＩＲＣ７４７（オルガノ社製）のリチウム塩が使用される。
【０００８】
リチウム以外のナトリウム、カリウム等の一価のアルカリイオンの低減ないし除去と二価
のアルカリ土類のカルシウム、マグネシウムの完全吸着除去する陽イオン交換樹脂として
スチレン・ジビニルベンゼンとの架橋ポリマーのスルホン酸基を官能基とする強酸性陽イ
オン交換樹脂とカルボン酸基を官能基とするアクリル酸やメタクリル酸とジビニルベンゼ
ンの共重合体を母体とする弱酸性陽イオン交換樹脂を用いることができる。不純物量に応
じて水素イオンを放出するＲ－Ｈ型とＬｉカチオンを放出するＲ－Ｌｉ型のいずれでも使
用できる。
【０００９】
塩素イオン、硫酸イオン、炭酸水素イオン等の陰イオンを吸着し、低減ないし除去する陰
イオン交換樹脂としてスチレンとジビニルベンゼンとのコポリマーにクロロメチル化して
、トリメチルアミンやジメチルアミンやジメチルエタノールアミンを使ってアミノ化した
ものを使用する。
【００１０】
精製工程は水酸化リチウムの水への溶解度の上限近くの高濃度まで濃縮してから処理する
こともできる。また必要であれば水酸化リチウムを析出させた残液を再度、上記のキレー
ト剤、陽イオン交換樹脂、陰イオン交換樹脂を用いてかかる精製処理を行い、濃縮されて
存在する不純物を除去してから熱水中での析出・脱水乾燥することで最終的に水酸化リチ
ウムの収率を高めることが出来る。
【００１１】
本発明で得られた水酸化リチウム・１水和物を、炭酸ガスと反応させて高純度炭酸リチウ
ムにも出来るし、脱水して水酸化リチウム無水物としてリチウムイオン二次電池用の正極
活物質、電解質としてのＬｉＰＦ６を製造するリチウム源として、またＳＡＷフィルター
材料としてのニオブ酸リチウム、タンタル酸リチウム等の電子機器向け原材料として使用
される。また高純度化した炭酸リチウムにしておけば、備蓄が可能であり、長期保存後に
本発明の炭酸リチウム水溶液の電解を施すならば、精製工程も不要であり、高純度水酸化
リチウムを随時得られる。
【００１２】
本発明に使用する硫酸リチウムは、市販の硫酸リチウムでも、必要あれば、不純物を常法
により低減あるいは除去してからでも使用可能である。
【００１３】
本発明に使用する硫酸リチウムは大量リチウム資源備蓄の観点から炭酸リチウムを国内に
備蓄しておいて、随時、硫酸と反応させて硫酸リチウム水溶液にして使用する。
【００１４】
本発明に使用する硫酸リチウムはリチウム含有鉱石から硫酸を利用して抽出して得られる
。本発明に使用するリチウム含有鉱石としては、例えば、リチア輝石（スポジュメンとも
呼ばれる。代表的な組成としてＬｉＡｌＳｉ２Ｏ６があげられる。）、ユークリプタイト
（代表的組成、ＬｉＡｌＳｉＯ４）、ペタル石（代表的組成、ＬｉＡｌＳｉ４Ｏ１０）、
紅雲母（リチア雲母とも呼ばれる。代表的組成、Ｋ４Ｍｇ４Ｌｉ４Ａｌ３Ｓｉ１２Ｏ４０

）（ＯＨ）４Ｆ４）、チンワルド雲母（代表的組成、Ｋ（Ｌｉ，Ｆｅ，Ａｌ）３（ＡｌＳ
ｉ３Ｏ１０）（Ｆ、ＯＨ）、マナドナイト（代表的組成、Ｈ２４Ｌｉ４Ａｌ１４Ｂ４Ｓｉ

６Ｏ５３）、トリフィル石（代表的組成、Ｌｉ（Ｆｅ，Ｍｎ）ＰＯ４でＦｅ分がＭｎ分よ
り多いもの）、リシオフィライト（代表的組成、Ｌｉ（Ｆｅ，Ｍｎ）ＰＯ４でＭｎ分がＦ
ｅ分より多いもの）、アンブリゴ石（代表的組成、（Ｌｉ，Ｎａ）Ａｌ（ＰＯ４）（Ｆ，
ＯＨ））、フレモンタイト（ナトロモンブラサイトともナトロアンブリゴナイトとも呼ば
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れる。代表的組成、（Ｎａ，Ｌｉ）Ａｌ（ＰＯ４）（ＯＨ，Ｆ）、シックラー石（代表的
組成、（Ｌｉ，Ｍｎ，Ｆｅ）（ＰＯ４））等がある。
【００１５】
本発明に使用する硫酸リチウムは、使用済みのリチウムイオン二次電池からのＬｉＰＦ６
等のリチウム含有電解質、正極活物質に含まれるリチウム遷移金属複合酸化物中のリチウ
ム分に硫酸を反応させて得られる硫酸リチウムである。
【００１６】
本発明に使用できる電気透析装置は、強アルカリ、酸に耐えうる材質であれば材料として
使用できる。例えばポリプロピレン等のプラスチックスの電槽が使用できる。
装置は、陽極と陰極との間に陽イオン交換膜、バイポーラ膜および陰イオン交換膜を使用
して塩室、酸室およびアルカリ室を形成し、構成される。
【００１７】
本発明に使用する陽イオン交換膜は、一価の陽イオン（リチウム等）を通過しうる膜であ
り、スルホン酸基、カルボン酸基、ホスホン酸基、硫酸エステル基、リン酸エステル基を
少なくとも１種以上有する高分子からなる膜であればよい。
スルホン酸基を有するフッ素系陽イオン交換膜、ペルフルオロカルボン酸基を導入した陽
イオン交換膜、四フッ化エチレンとカルボン酸・スルホン酸を官能基とするペルフルオロ
ビニールの共重合体の陽イオン交換膜、ペルフルオロカルボン酸ポリマーとペルフルオロ
スルホン酸ポリマーの膜を貼りあわせた陽イオン交換膜、ペルフルオロスルホン酸ポリマ
ーとペルフルオロカルボン酸ポリマーとを積層した陽イオン交換膜等がある。補強繊維を
付したり、更に一価のカチオンの選択透過性を向上させて陽イオン交換膜を透過するカル
シウムとかマグネシウム等の多価イオンの通過を抑制したり、陰イオン例えばＯＨイオン
、塩素イオン、硫酸イオン等の通過を抑制したり排除の目的で添加剤を塗布したり、表層
面を密な構造にしたり、他の膜を張り合わせてもよい。ネオセプターＣＭＶ、ネオセプタ
ーＣＭＢ、ネオセプターＣＭＳ、ネオセプターＣＭＴ、ネオセプターＣＩＭＳ、ネオセプ
ターＣＬ－２５Ｔ、ネオセプターＣＭＤ、ネオセプターＣＭ－２、ネオセプターＣＳＯ（
以上、株式会社トクヤマ社製、商品名）、セレミオンＣＭＶ、セレミオンＣＡＶ、セレミ
オンＣＳＶ（旭硝子社製、商品名）、ＦＫＦ，ＦＫＣ，ＦＫＬ，ＦＫＥ（フマテック社製
、商品名）、ナフィオン３２４、ナフィオン１１７、ナフィオン１１５（デュポン社製、
商品名）等がある。
【００１８】
本発明に使用する陰イオン交換膜は、第４級アンモニウム基の強塩基性基に、第１級アミ
ノ基、第２級アミノ基、第３級アミノ基等の弱塩基性官能基を有する高分子からなる膜で
あればよい。
ネオセプターＡＣＭ、ネオセプターＡＭ－１、ネオセプターＡＣＳ、ネオセプターＡＣＬ
Ｅ－５Ｐ、ネオセプターＡＨＡ、ネオセプターＡＭＨ、ネオセプターＡＣＳ（以上、株式
会社トクヤマ社製、商品名）、セレミオンＡＭＶ、セレミオンＡＡＶ（旭硝子社製、商品
名）、ＦＡＢ，ＦＡＡ（フマテック社製、商品名）等がある。
【００１９】
本発明に使用するバイポーラ膜は、陽イオン交換膜と陰イオン交換膜とが張り合わさって
いる構造を有する複合膜であればよく、特に制限がない。
陽イオン交換膜と陰イオン交換膜との界面を無機化合物で処理し、両膜を接合した膜、イ
オン交換膜の表面に反対電荷を有するイオン交換樹脂の微粒子と母体ポリマーとの混合物
を沈着させた膜等公知の膜を使用することが出来る。
ネオセプターＢＰ－１（株式会社トクヤマ社製、商品名）、セレミオン（旭硝子社製、商
品名）等がある。
【００２０】
本発明に使用する陰極は、水素過電が低いものが好ましく、鉄、ニッケル、ステンレスチ
ール、等の金属板、鉄、ステンレスチール等の基材の表面に含硫黄ニッケル、ラネーニッ
ケル系合金、酸化ニッケルが被覆されたもの、金、白金、パラジウム等の１種以上からな
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るメッキされたものが使用できる。
【００２１】
本発明に使用する陽極にはステンレススチール、チタン、金、白金、パラジウム等の金属
板、表面に酸化ルテニウム、無機酸化物、カーボン類の少なくとも１種以上被覆したもの
が使用できる。
【００２２】
本発明による電気透析の方法としては、酸室およびアルカリ室にそれぞれの室に供給する
硫酸と水酸化リチウム水溶液のタンクを設けて、それぞれの液タンクと室との間でそれぞ
れの液を循環させるのが好ましい。生成してくる硫酸または水酸化リチウム水溶液を抜き
出す方法として、稼動の始めは濃度の薄い硫酸及び水酸化リチウム水溶液を仕込んでおい
て硫酸および水酸化リチウムを生成させ、所定の濃度になった時に所定量を抜き出してか
ら蒸留水または精製水を補充して初期の薄い濃度にもどすいわゆるバッチ式でも、予め所
定濃度の硫酸、水酸化リチウム水溶液を仕込んでおき、通電時に通電電気量に応じて連続
的に蒸留水または精製水を添加することにより所定の濃度の硫酸、水酸化リチウム水溶液
をオーバーフローさせる連続式でもよい。
【００２３】
同様に硫酸リチウム水溶液も塩室と塩タンクとを塩水溶液循環ラインで結び、塩室から排
出された硫酸リチウム水溶液を塩タンクに通して再び塩室に循環しながら脱塩していく方
法が採用される。セル電圧を測定し、測定された電圧が予め設定された電圧値を越えた時
に塩水溶液循環ラインに新たな硫酸リチウム水溶液を塩水溶液供給ラインに通して供給す
る。
【００２４】
セル電圧を監視する方法は、従来公知の方法が採用される。セル電圧を検知するには一般
的には複数枚隔てた膜と膜との間に２本以上の白金線電極を挿入しておき、通電下に電圧
を測定し、前述の電極間のセル積層数で除して算出する方法を採用することができる。陽
極室と陰極室に白金線電極を挿入しておきスタック間の電圧を検出し、セル電圧を測定す
ることにより塩化リチウム水溶液の濃度の平均値を得ることが出来るとともにブリスター
等の異常発生がいずれかの膜に発生した場合にも検出可能であり好ましい。
【００２５】
セル電圧は通常１～３ボルトである。予め設定されたセル電圧、例えば、４～６ボルトを
越えた時、塩室の硫酸リチウム水溶液の濃度が電気透析には適さない程度まで低下してい
ることを意味する。かかる場合には、塩水溶液循環ラインに新たな硫酸リチウム水溶液を
供給する。
【００２６】
本発明に用いられるバイポーラ膜電気透析の電流密度は、通常１～５０Ａ／ｄｍ２の範囲
であり好ましくは５～２０Ａ／ｄｍ２の範囲で定電流密度で稼動する。
セル電圧は、電流密度が一定であれば、硫酸、硫酸リチウム水溶液、水酸化リチウム水溶
液の濃度、各溶液の流速、温度、陽イオン交換膜、陰イオン交換膜、バイポーラ膜の電気
抵抗、ブリスター、スケール発生の有無等の要因によって変化する。新たな硫酸リチウム
水溶液を追加してもセル電圧が低下しない時は、バイポーラ膜中のブリスター発生、また
はセル中の膜にスケールが発生したものと考えられるので、即座に電気透析を停止するの
がよい。
【発明の効果】
【００２７】
本発明によれば硫酸リチウム水溶液をバイポーラ膜電気透析することにより水酸化リチウ
ム水溶液と硫酸を同時に製造でき、かつ硫酸をリチウム含有鉱石からの硫酸リチウム抽出
、リチウムイオン二次電池から硫酸リチウムとして回収するのに繰り返して使用できる。
一方の水酸化リチウム水溶液を精製工程に付し、例えば、イオン交換樹脂で不純物を除去
、低減することにより高純度化が要請されているリチウムイオン二次電池用正極活物質及
び電解質としてのＬｉＰＦ６等を製造するリチウム源として、またＳＡＷフィルター材料
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としてのニオブ酸リチウム、タンタル酸等の電子機器向け原材料として供給することが出
来る。
【実施例】
【００２８】
以下実施例、比較例、参考例により本発明を詳しく説明するが、本発明の範囲は、これら
の実施例に限定されるものではない。　分析法は、リチウム以外の各元素は、ＩＣＰ法で
測定する。リチウム量（％）については、滴定法でもとめたアルカリ滴定当量からＩＣＰ
法でもとめたリチウム以外のアルカリ、アルカリ土類分を補正し、水酸化リチウム・１水
和物として算出し、リチウム理論含有量１６．５４９％を乗じた数値として示す。塩素イ
オン（Ｃｌ－）と硫酸根（ＳＯ４－－）は、イオンクロマトグラフィー法で測定する。
【実施例１】
【００２９】
工業グレードの炭酸リチウム粉末を硫酸に溶解し、硫酸リチウム水溶液とする。
１対の陰陽極間に第１のバイポーラ膜、陽イオン交換膜、陰イオン交換膜、第２のバイポ
ーラ膜の順である。第１のバイポーラ膜の陰イオン交換体側と陽イオン交換膜の間に構成
される第１の流路をアルカリ室とし水酸化リチウム水溶液を存在させ、陽イオン交換膜と
陰イオン交換膜との構成される第２の流路を塩室として硫酸リチウム水溶液を存在させて
、陰イオン交換膜と第２のバイポーラ膜の陽イオン交換体の間に作られる第３の流路を酸
室として硫酸を存在させて、陽極と陰極の間に直流電流を通すバイポーラ膜電気透析装置
にかける。
得られた硫酸は、炭酸リチウム粉末を溶解・分解し、硫酸リチウムとするのに繰り返して
使用される。また得られた水酸化リチウム水溶液は、それぞれアンバーライトＩＲ１２０
Ｂ（オルガノ社製）のＬｉ変性品が充填されたカラムとアンバーライトＩＲＡ４１０　Ｏ
Ｈ（オルガノ社製）の充填されたカラムに通液し、精製する。更に、加熱し、沸騰温度付
近で水蒸気を除き濃縮し、析出物を分離し、乾燥をして水酸化リチウム・１水和物の粉末
として得る。分析結果を表１に示す。
【実施例２】
【００３０】
スポジュメン（リチア輝石）を窒素ガス雰囲気中１１００℃で３時間、焼成する。この焼
成物に濃硫酸を加えて２５０℃でリチウム分を硫酸リチウム水溶液として抽出する。ろ過
し、シリカ、アルミナ等を分離した後、水酸化カルシウムを加えてＰＨ調製をしながらカ
ルシウム分をろ過・除去する。
アンバーライトＩＲＣ７４８（オルガノ社製）のリチウム変性キレート樹脂により微量残
存する鉄、アルミニウム、カルシウム、マグネシウム等を完全除去する。バイポーラ電気
透析に必要な量を確保するために繰り返して硫酸リチウム水溶液を得る。この硫酸リチウ
ム水溶液をバイポーラ膜電気透析装置により水酸化リチウム水溶液と硫酸とを得る。希薄
濃度となった硫酸リチウム水溶液は、濃縮して再度透析にかけても、新たに調製された硫
酸リチウム水溶液に混合しても良い。
硫酸は、別途所望の濃度に高めて繰り返してスポジュメン（リチア輝石）の焼成物からの
リチウム分の抽出に使用する。
バイポーラ膜電気透析装置により得た水酸化リチウム水溶液をそれぞれアンバーライトＩ
Ｒ１２０Ｂ（オルガノ社製）のＬｉ変性品が充填されたカラムとアンバーライトＩＲＡ４
１０　ＯＨ（オルガノ社製）の充填されたカラムに通液し、精製する。加熱し、水蒸気を
除き濃縮し、析出物を分離し、乾燥する。
表１に得られた水酸化リチウムの分析結果を示す。
【実施例３】
【００３１】
使用済みのリチウムイオン２次電池（円筒缶型１８６５）を硫酸リチウム水溶液中に侵し
て気泡が発生しなくなるまで放電する。次にアルミ二ウム箔に塗工された正極活物質粉末
をはく離した後に硫酸と反応させてリチウム分を硫酸リチウム水溶液として抽出する。ま
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イポーラ膜電気透析装置にかけて水酸化リチウム水溶液と硫酸を同時に得る。ここで得ら
れた硫酸は、使用済みのリチウムイオン２次電池に存在するリチウム分を硫酸リチウムに
して回収するのに繰り返して使用される。
ここで得られた水酸化リチウム水溶液をそれぞれ順にアンバーライトＩＲＣ７４８（オル
ガノ社製）のリチウム変性キレート樹脂カラム、アンバーライトＩＲ１２０Ｂ（オルガノ
社製）のＬｉ変性品カラムとアンバーライトＩＲＡ４１０　ＯＨ（オルガノ社製）カラム
に通液し、精製する。次に加熱・濃縮し、析出物を分離し、乾燥する。表３に得られた水
酸化リチウム・１水和物の分析結果を表１に示す。
【比較例１】
【００３２】
実施例１で得られた陰極槽（室）の液５００ｍｌ液を加熱し、濃縮をして、溶液から６５
℃まで冷却して析出するものを分離し、常温で減圧乾燥したものの分析結果を表１に示す
。
【比較例２】
【００３３】
市販の水酸化リチウム・１水和物の分析結果を表１に示す。
【参考例１】
【００３４】
市販の高純度水酸化リチウム・１水和物の分析結果を表１に示す。
【表１】
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